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研究成果の概要（和文）：北海道の子どもの体力・運動能力は全国平均より低く，北海道の子どもに対応した体力向上
策が必要である．本研究課題では，冬期間の前後での北海道の子どもの体力水準を調査し，それをもとに学校体育で実
施可能なモデルプログラムを作成した．具体的には，体力の調査によって北海道の子どもたちは冬季に体力とくに走運
動能力が低下しやすいことを明らかにした．そして，走運動を中心とした体つくり運動やボール運動を冬期間の学習プ
ログラムとして単元配置した．実際の冬期間でのプログラム実践によって子どもの体力向上がみられたことから，冬季
の体力向上に有効なプログラムのモデルを考案できたと考える．

研究成果の概要（英文）：In Hokkaido, physical fitness of children are very lower than the national average
, namely the countermeasures for fitness improvement considering the regional characteristics of Hokkaido 
has been required. The aims of this study were to determine influences of snowfall and cold winter season 
on fitness of children in Hokkaido and to develop effective programs in physical education classes to enha
nce fitness of children during the winter season.  
We observed that height and weight were increased, but fitness of children, especially endurance capacity 
and sprint ability, decreased after the winter season.  We designed a physical education program targeted 
to enhance those abilities during the winter, and performed the program in an elementary and a junior high
 schools in Hokkaido.  After the program, children had a greater endurance capacity and sprint ability.  T
hus, we could develop an effective physical education program for enhancing physical fitness of children i
n winter Hokkaido.
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１． 研究開始当初の背景 

北海道の子どもの体力・運動能力は全国水

準より低く，さらに肥満傾向児の割合も全国

平均を上回っている（北海道小学校男子肥満

傾向児 14.2％，全国小学校男子肥満傾向児

9.9％；平成 25 年度全国体力・運動能力調査）．

この要因のひとつとして北海道には約 4ヶ月

に渡る積雪寒冷期間があることが挙げられ

る．この期間には児童・生徒の身体活動量に

低下が生じ，それによって全身持久力をはじ

めとした体力・運動能力の低下を導くこと，

さらにそれによって健康状態にも悪影響が

及んでいる可能性が予想される．  

２．研究の目的 

本研究課題では，課題①として，北海道に

居住する児童・生徒を対象に積雪寒冷期間が

体力・運動能力および健康状態に及ぼす影響

の精査，その結果より課題②として学校教育

の体育科・保健体育科において実施・展開可

能であり，上述した児童・生徒の体力・運動

能力の問題の克服につながる年間計画及び

単元計画といった学習モデルプログラムの

開発・効果検証を行う． 

３．研究の方法 

本研究課題は課題①と平成 22 年度から平

成 23 年度で実施し，その後課題②を平成 24

年度から平成 25 年度において実施する．本

調査の協力校は札幌市内および函館市内の

小学校各 1 校および中学校各 1 校の合計 4 校

であった．小学校では小学 3 年生および小学

5 年生を，中学校では中学 1 年生を調査対象

とした．本研究課題の調査計画と方法につい

ては以下のような展開とした． 

課題①のための計画・方法：積雪寒冷期間

の前後（平成 22 年 10 月～平成 23 年 5 月）

で生活・運動習慣に関するアンケート調査お

よび新体力テスト（上体起こし，20m シャト

ルラン，長座体前屈，50m 走，反復横跳び，

握力，立ち幅跳び，ボール投げ）および瞬間

的な筋力発揮能力指標であるリバウンドジ

ャンプ指数（RJ 指数）によって体力・運動

能力を評価した．平成 23 年度の春季以降は

調査データの解析を行った．これらによって

積雪寒冷期間に特徴的に低下のみられる体

力因子を抽出した．その後，抽出された体力

因子の改善を導くための小学校体育科およ

び中学校保健体育科向けの学習モデルプロ

グラム（試案）を立案した． 

課題②のための計画・方法：課題①の解析

に基づいた小学校および中学校用の学習モ

デルプログラム（試案）を，本研究課題に協

力してくれる小中学校にて積雪寒冷期間に

実施・展開した（平成 24 年 10 月～平成 25

年 3 月）．その期間において，研究者による

授業観察および協力校の教諭から学習モデ

ルプログラム（試案）に関する児童・生徒の

反応などについてフィードバックにより情

報収集を行った．また，学習モデルプログラ

ム（試案）の効果検証を実施前後での生活・

運動習慣に関するアンケート調査および体

力・運動能力測定によって検討した．これら

によって平成 25 年度内には学習モデルプロ

グラム（試案）の修正点を抽出した．その後，

試案に修正を加え，小学校および中学校用の

学習モデルプログラム（修正案）を作成した． 

４．研究成果 

課題①のための調査・測定からの成果：積

雪寒冷期間前後での小学生の体力・運動能力

の変化を表 1 に示した． 

 

表 1．平成 22 年秋－平成 23 年春の体力変化 

男子 女子 男子 女子

上体起こし ↓*
シャトルラン ↓* ↓* ↓** ↓**
長座体前屈 ↑** ↑** ↑* ↑**

50m走 ↓* ↓* ↓** ↓**
反復横とび ↑** ↑** ↑** ↑**

握力 ↑** ↑**
立ち幅跳び ↑** ↑* ↑** ↑**
ボール投げ ↑** ↑** ↑** ↑*

   空白は変化が無かったことを示している．
※↑は秋季と比較し春季の成績が向上したこと，↓は低下したことを示している．

小学３年生 小学5年生

**;p<0.01　*;p<0.05



表に示していないが，身長および体重とい

う体格の成長はみられていたのにもかかわ

らず，この期間の前後において体力・運動能

力のうち全身持久力（シャトルラン）および

走能力（50m 走）は男女とも低下しているこ

とが明らかとなった．また，これまでの研究

においては報告されていなかった RJ 指数も

積雪寒冷期間後には低下していた．中学生に

おいては，男子で有意な低下を示した種目は

みられなかったが，発育・発達の著しい時期

にもかかわらず 20m シャトルランの記録の

向上は観察されなかった．女子では 50m 走

の記録は積雪寒冷期間後に低下していた． 

これらの結果より，北海道の子どもの体

力・運動能力が全国平均より低値を示してい

る要因のひとつには積雪寒冷期間における

走能力・全身持久力そして瞬間的な筋力発揮

能力の低下，その背景に活動量の低下がある

ことが示唆された．これらよりモデルプログ

ラム（試案）においては走能力および全身持

久力の向上を目指し，以下の 4 つの方針をも

とにプログラムを作成した（図 1 および図 2

に積雪寒冷期間の単元計画を示す）： 

図 1．小学校 5 年生向けの積雪寒冷期の学習

計画（モデルプログラム（試案））．図は 27

週目に「体つくり運動」を 3時間実施し，そ

の後は 10分間の体つくり運動を 13回のバス

ケットボール授業時に実施することを示す． 

（1） 積雪寒冷期にモジュール形式によ

る体つくり運動の実施（走運動を組み込む） 

（2） 屋内における走る要素の多い種目

（ゴール型種目）の実施 

（3） 雪上における走る要素の多い種目

（ゴール型種目）の実施 

（4） 積雪寒冷期に実施される保健分野

の授業を縮減（既存 8 時間⇒5 時間に） 

 

課題②のための調査・測定からの成果：平

成 24 年度の積雪寒冷期間において前年度ま

でに作成したモデルプログラム（試案）を研

究に協力してくれている小学校 1校および中

学校 1校にて実施した．モデルプログラム（試

案）の展開前後での小学生の体力・運動能力

の変化を表 2 に示した． 

 平成 22～23年度で 20mシャトルランおよ

び 50m 走の記録は，小学 3 年生および 5 年

生のいずれでも有意な低下であったものが，

モデルプログラム（試案）の展開後では，小

学 3 年生の 50m 走は低下したものの，5 年生

女子は向上，20m シャトルランでは小学 3 年 

 

図 2．中学 1 年生向けの積雪寒冷期の学習計

画（モデルプログラム（試案））．図は 10 分

間の「体つくり運動」を 42 回のゴール型授

業時に実施することを示す． 



生女子と小学 5年生男子で記録の向上がみら

れた．中学生においても有意な低下となった

項目はなく，男子の 20m シャトルランそし

て女子の 50m 走において有意な記録向上が

みられた． 

 

表 2. 平成 24 年秋－平成 25 年春の体力変化 

 

これらの体力・運動能力に関する結果およ

び協力校の授業担当教諭からの情報を踏ま

え，積雪寒冷期間における小中学生の体力向

上を目指す学習モデルプログラム（修正案）

を以下の方針によって検討作成した： 

（1） 走能力・全身持久力を重点項目とし

たモジュール単位による体つくり運動の実

施，ないしは主単元の運動の一部を体力を

高める運動と関連させモジュール単位時間

で実施． 

（2） 雪上グラウンドにおける個人用具

を必要としないスポーツ種目の実施 

（3） 屋内体育館における走る要素の多

いスポーツ種目（ゴール型）の実施 

（4） 保健分野の非積雪寒冷期での実施 

（5） 北海道で多く実践されている学年

合同体育から学級毎での体育授業の実施 

 

今後の展望： 今後，この学習モデルプロ

グラム（修正案）を北海道内の小中学校や教

育委員会に周知する．これによって積雪寒冷

期間であっても子どもの体力向上が達成で

きるようサポートする．そのために本学習プ

ログラムを基盤として各学校が有する特徴

に対応させた学習プログラムとして，実際に

展開が可能となるよう検討を進める予定で

ある． 
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